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職人の経験による勘に頼っていた精度を、NC工作機械を導入することにより、高精度化・均一化させ、また審
美性・生産性を向上させることにより、エンドユーザーである身体障がい者がより安全にかつ快適に使用でき
る金属パーツを製造した。

義肢装具における金属パーツの品質を
向上させるための製造方法の開発

　欧米と日本では、義肢に対する伝統や考え方が大きく違い、近年
注目されている義肢装具士の方々の専門性も大きく異なります。その
ため、私たちは国産のよさと、これまでのノウハウを結集して、エンド
ユーザーの方がずっと安心して使い続けられるように、また義肢装
具士の方々の苦労も減らせるように、日々、よいものを作っていきた
いと思います。 代表取締役  秋山七奈子氏 ／ 取締役  秋山重幸氏
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　昭和21年設立の当社は、傷痍軍人に二度と手足を失うよ
うな悲しみはさせてならないとの思いから、ユーザーがいる
限り、たとえそれが30年前の製品であっても、可能な限り修
理し続けるという設立以来の精神を引き継ぎ、今日に至っ
ている。義肢装具の製品は、厚生労働省の社会・援護局に
よってJIS規格による精度、販売価格、利益までが定めら
れ、主に義肢工具の金属パーツの価格は、約30年前の価格
で現在も取引されている。国内では、同様の商品を製造して
いる企業は当社の他1社のみとなり、国産の義肢装具を支え
る数少ない企業となっている。

　当社が作る義肢の金属は、鍛造によって鍛えた軽合金ま
たは鉄の棒を利用する。この理由として、製品は全国に約700
か所ある義肢製作所へ納品された後、義肢装具士が各ユー
ザーに合わせた微調整の再加工を行うため、特に強度が求め
られるためである。また、関節の伸縮に合わせた無理ない動
きを可能にするため、金属部品の加工には手作業による調整
が、必ず必要となる。現在当社では、人の手を介す必要があ
る部分と、工作機械で効率化できる部分を整理している。今
回の工作機械の導入では、1度に最大6個が削れるようになっ
たことから、この工程では従来比6倍の効率化ができた。

　従来は汎用マシンによって素材である金属を加工してい
たが、熟練した技術が求められ、数年単位の訓練が必要で
あった。今回の取組みでは、山崎技研のNC工作機械 YZ-
8WRを導入し、人による品質のばらつきをなくし、精度・審美
性・生産性を高め、若い人や女性でも加工できるようにした。
従来は図面類もなかったが、NC工作機械の導入でプログラ
ムを組むようになったことから、同社内における規格の整備
が進められている。また、メーカーとしての責任をより真摯に
全うしていくために、何か不具合が起きた時に原因を正しく
追求するミツトヨの投影機 PJ-A3010F-200を導入した。

　現在、当社では義肢用の金属パーツを年間約
1,300個納品しており、サイズや部位などで100点以上
の種類がある。近年は糖尿病などの内科系の原因か
ら義肢を必要とされる症例が増えているため、義肢の
ニーズは減っていない。また、当社では、草履を履くた
めに足指のスリットを入れたゴム製の義足や、正座で
きる義肢、また木製のものまでと、その人の日常に合わ
せた幅広い対応をするノウハウを有している。義肢は
欧米、特にドイツ勢が強いが、当社の鍛造技術を使っ
たメイド・イン・ジャパンの品質は海外でも評価が高
く、中国、韓国、ロシア等への輸出も行っている。

熟練の技が必要な研磨工程1回のセットで最大6個まで削れるため大幅な
効率化ができた

何かあった時の原因究明に活躍するミツトヨの
投影機
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